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尿 路 結 石 症 の 治 療














つて来た.然 し本邦286例中,保 存手術後 の再
発は25.4%の高率なる事が楠教授により報告せ











結石捌除 と共に,腎 固定,腎 痩設置,腎 孟頸
整形,尿 管拡張,膀 胱頸焼灼,前 立腺肥大の治
療,憩 室切除等が屡汝必要となつて くる.














































尿酸,チ スチン,キ サンチン結石の場 合,重
曹やクエン酸 ソーダ等のアルカ リ剤,燐 酸塩,
炭酸塩,三 層燐酸結石等には,塩 化安門,硝 酸




d上 皮小体機能 充進症(H.P.T.)の処 置
本症 と尿石,腎 石灰症 との関連は米 国で特 に
盛 に唱 え られ,腺 腫 を 別除す る事 が必要 であ
る.依 て骨のX線 検査,血 清並 に尿中のCa,P
の測 定が本邦で も漸 次routineworkとして
必要 とな る様であ る.
e水 酸化ア ル ミゲル(amphojel,邦製 アル
ミゲル)
内服に より尿中P量 を減少せ しめ るので,燐
酸結石 の治療 に連用 され,特 にアル カ リ性 尿で




投 与 に より尿pHを 変 える事 な く尿 中に クエ
ン酸 を増加 せ しめ,可 溶 性 の クエン酸石 灰が生




コン ドロイチ ン硫 酸,強 力 ミノファ ー-tiンC,
ペ リス トンNも 該作 用が ある と云われ る.余 等
の実験で は馬尿酸 ソーダ,ク エ ン酸 ソーグ,サ
リチ ル酸 ソーダ及 び特 にグル クロン酸 が尿膠質




大 す る と のNeubergの所 謂hydrotropic
substancesが使用 される.前項で膠質安定乃
至解膠作用を余等が認めた4物 質 も之に属 し,
結晶質成分のi血vitro溶解でも有効性を示し






石片を挿入,直 後 より各種薬剤を経 口投与した
実験では,グ ルクロン酸は燐 酸結石片を溶 解
し,蔭酸結石片の増大を最大に阻止した.
又上部尿路結石患者に同剤単独を多量内服せ
しめた6例 中,著 効4,稽 効1,無 効1の 成績
を得,溶 解による容積減少によつて結石の排出
乃至下降を促進したものと推定 してい るが,之














多 くの人の望む処であ り,叉その発展は強 く要
望される処であろう,
